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平成２７年 第４回 糸島市議会定例会 一般質問概要 

 

 

日程 順 議員名 件  名 

１２月１０日 

（木） 

１ 堀田 勉 
Ｕターンによる定住の促進について 

シニアの雇用対策と能力などの活用について 

２ 高橋 徹郎 
糸島市の新たな資金調達方法について 

糸島市の人口ビジョンについて 

３ 伊藤 千代子 
子どもの貧困について 

原発事故の教訓と玄海原発の再稼働について 

４ 那須 英仁 市民満足度調査 結果発表から見えてくる課題について 

１２月１１日 

（金） 

１ 藤井 芳広 
気候変動・温暖化対策について 

生物多様性地域戦略について 

２ 栁 明夫 

公共施設等総合管理計画について 

人口ビジョンについて 

総合戦略について 

中学３年までの医療費無料化の実施について 

３ 岡村 一伸 
地方交付税のしくみと見通し、並びに会計基準についてと今後の財政運営について 

「悪臭防止法」と長糸校区内にある産業廃棄物処理施設について 

４ 笹栗 純夫 

番号カード（マイナンバーカード）普及について 

山歩き観光事業について 

認知症の国家戦略と我がまちの取り組みについて 
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日程 順 議員名 件  名 要  旨 

１２月１０日 

（木） 

１ 堀田 勉 

Ｕターンによる定住

の促進について 

（１）Ｕターン促進の位置づけや、取り組み方法について伺う。 

（２）転入者の中で、Ｕターンの占める割合はどの程度か伺う。 

（３）Ｕターン者をターゲットとして、力を入れるべきではないか伺う。 

シニアの雇用対策と

能力などの活用につ

いて 

（１）糸島市での中小企業の人手不足について伺う。 

（２）高齢者の就労状況や社会参加活動の状況について伺う。 

（３）仮称 シニアバンクを開設してはどうか伺う。 

２ 高橋 徹郎 

糸島市の新たな資金

調達方法について 

（１）クラウドファンディングの活用について 

 （例：国宝指定１０周年の記念イベント開催の費用などとして。） 

糸島市の人口ビジョ

ンについて 

（１）２０２０年に目標の１０２，０００人は達成できるのか伺う。 

（２）目標１０２，０００人のための社会増の方策について 

  ①空き家の活用について伺う。 

  ②Ｕターン、Ｊターン、Ｉターン希望者のための方策について伺う。 

（３）目標１０２，０００人のための自然増の方策について  

３ 伊藤 千代子 

子どもの貧困につい

て 

（１）実態の把握について 

（２）弱者救済について 

原発事故の教訓と玄

海原発の再稼働につ

いて 

（１）放射能による汚染の状況について 

（２）住民の被ばくについて 

（３）除染の実情について 

（４）安全神話と事故責任について 

（５）再稼働の安全性について 

（６）姫島の放射線防護対策事業について 

（７）再稼働に向けた住民説明会と市及び市長の責任について 
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日程 順 議員名 件  名 要  旨 

１２月１０日 

（木） 
４ 那須 英仁 

市民満足度調査 

結果発表から見えて

くる課題について 

（１）安全で、安心して住み、そして誇れる、にぎやかな、ふる里糸島にするための将来設計は今

を生きる世代の責任である。そのために後期基本計画 （Ｈ２８－Ｈ３２）には２回の市民満

足度調査の結果をどう織り込まれるのか。 

①Ｈ２４年、Ｈ２６年の、２回の市民満足度調査全体から、今回の調査で分かった成果や問題点

とはなにか。 

②広報いとしま８月１日号で、ワースト５に「救急医療体制」「保育所など子育てサービス」「ス

ポーツ環境」「地域行事への参加」「介護サービスの充実」が上げられた。何が問題点となっ

ているのか。 

③糸島市人口ビジョンによれば、予想では人口が１０万人から３０年後の平成５７年には８万人

へと社会変化する中で、高齢者の割合が過度に偏ることが予想され、医療体制も福祉政策に

も変化が必要だがどんな対応をするのか。 

④人口の年齢構成の地域的差異がさらに広がることが予想され、少子化の影響は小中学校の教育

環境にも影を落としている。小学校校区や中学校校区の見直し、更には学校の統廃合など将

来の道筋についても検討されているのか。 
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日程 順 議員名 件  名 要  旨 

１２月１１日 

（金） 

１ 藤井 芳広 

気候変動・温暖化対

策について 

（１）気候変動・温暖化対策の必要性。 

（２）気候変動・温暖化対策に関するこれまでの取り組み。 

①地球温暖化対策地方公共団体実行計画について（数値目標、達成状況、新たな目標の設置等） 

②再生可能エネルギー導入計画について（数値目標、達成状況、新たな目標の設置等） 

（３）気候変動・温暖化対策に関するこれからの取り組み。 

①省エネ、エコ住宅の推進。 

②２０１６年度の電力自由化に向けた対策。 

③新たな調査、規制、制度等について 

生物多様性地域戦略

について 

（１）生物多様性の重要度に対する市の認識。 

（２）生物多様性国家戦略、生物多様性地域戦略について 

（３）糸島市が目指すべき未来の自然・環境・社会のあり方について 

（４）「生物多様性いとしま戦略」（仮）について 

①生物多様性と市民協働。 

②生物多様性と環境教育。 

（５）糸島の生物多様性を守るために、今すぐに取り組めること。 

２ 栁 明夫 
公共施設等総合管理

計画について 

（１）「計画」の目的と基本的な理念、対象となる「公共施設等」について 

（２）現在の施設類型別、建築年別の延べ床面積、インフラ施設の状況は。 

（３）現状の公共施設（インフラ含む）にかかる経費はどれだけか。 

（４）維持管理、修繕、更新等の中長期的な経費の見込み、これらの経費に充当可能な財源の見込

みは。 

（５）維持管理、更新、総床面積の縮減目標に関する方針をどのように考えているか。 

（６）市民アンケートの目的、質問の概要は。 

（７）地域や住民との関わりが深い施設について、住民への意見聴取、行政区との協議を行うのか。 
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日程 順 議員名 件  名 要  旨 

１２月１１日 

（金） 

 

２ 

 

栁 明夫 

公共施設等総合管理

計画について 

（８）市道の維持補修や小中学校老朽化対策など、住民にとって必要なインフラ・施設整備との関

係は。 

（９）計画期間は。 

（10）施設の統廃合や維持補修を基本とする計画をつくる一方で、新たな施設の建設は矛盾するの

ではないか。新たな財政負担をどう調整するのか。 

人口ビジョンについ

て 

（１）人口動態の分析について～人口の２極構造を是正するために、もう一つの軸として地域ごと

の細かな分析が必要ではないか。 

（２）中山間地域、漁村地域の現状と人口維持対策について 

（３）一戸建て分譲住宅地の現状と将来の展望について 

（４）「幸福」人口について 

総合戦略について 

（１）「糸島の資源を生かした経済活力の向上」をめざす上で、ＴＰＰがもし締結された場合の地域

経済への影響をどう考えているか。 

（２）「商工業の振興」と中小企業振興条例の制定（県は１０月に施行）について 

（３）新たな産業団地の構想について（必要性、場所、面積とコスト、どんな企業を誘致するかな

ど） 

中学３年までの医療

費無料化の実施につ

いて 

（１）６月議会での請願全会一致採択、県の制度改正を受けて、実施に向けてどのように検討して

いるか。 

（２）国による、子どもの医療費の独自助成を行っている自治体への国保の「国庫負担減額調整措

置」は直ちに廃止せよとの声が高まっているが、市の対応を伺う。 

３ 岡村 一伸 

地方交付税のしくみ

と見通し、並びに会

計基準についてと今

後の財政運営につい

て 

（１）地方交付税のしくみについて（基準財政需要額と基準財政収入額について） 

（２）地方交付税の見通しについて 

（３）公会計整備による「新地方公会計」について 

（４）「財務書類４表」の作成と公表について 

（５）今後の財政運営について 
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日程 順 議員名 件  名 要  旨 

１２月１１日 

（金） 

３ 岡村 一伸 

「悪臭防止法」と長

糸校区内にある産業

廃棄物処理施設につ

いて 

（１）「悪臭防止法」における本市の役割について 

（２）「濃度規制」と「臭気指数規制」の違いについて 

（３）産業廃棄物処理施設への本市の下水道汚泥量の実績と同施設全体の処理実績について 

（４）今後の「悪臭防止法」の本市の取り組みについて 

４ 笹栗 純夫 

番号カード（マイナ

ンバーカード）普及

について 

（１）番号カード普及率５０％の達成年度はいつか。どのような取り組みを考えておられるか。 

（２）コンビニ交付の準備が進んでいるが、市民への周知、利用促進の取り組みについて伺う。 

（３）コンビニ交付の普及が図られることにより、市民の利便性がどのくらい向上するのか。窓口

業務がどのくらい軽減できるか。 

山歩き観光事業につ

いて 

（１）糸島人気の一つとして、手軽に登れる都市圏の山という評判をどのように受け止めておられる

か。 

（２）山歩きガイドの養成やトイレの整備、駐車場の確保が必要と考える。どのように進めていく計画

か。 

（３）福岡都市圏からの登山者が多いと聞く。ブランド糸島の一つとして、福岡市と連携した事業

が取り組めないか。 

認知症の国家戦略と

我がまちの取り組み

について 

（１）「認知症になると考えることができなくなる」「日常生活ができなくなる」「いずれ自分自身の

こともわからなくなり、意思も感情もなくなる」など認知症について、地域の方や認知症の

方の家族にも認知症について根強い偏見がある。認知症の方が今まで通り暮らしていくため

に、どう取り組むか。 

（２）我がまちの「認知症サポーター」はどのくらいいて、サポーターが患者と家族を手助けする

仕組みはどのように展開しているのか。 

（３）「初期集中支援チーム」の設置の考えと取り組みは。 

（４）若年性認知症の交流の場や就業支援などの現状と課題は。 

（５）認知症患者の見守り体制や消費者被害、交通事故防止などの体制は。 

 


